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酒を科学し 

造り手を支える 

 

国税庁に「鑑定官」という職が

あることをご存知でしょうか。 

我々は酒類産業の発展のため、

科学的知見から造り手を支えてい

ます。 



完成直後の醸造試験所 ※ 

1896 大蔵省に鑑定官設置 
明治時代、酒税は国の税収の中でも特に重要な財

源で、1899年には税収トップの税目となりまし

た。酒類の安定した製造・供給は、税収確保の観点

から国家の至上命題でした。こうしたミッションを

果たすため、技術系職員である「鑑定官」が設置さ

れました。 

1899 税務管理局に鑑定課設置 
大蔵省の出先機関である税務管理局に鑑定課が設

置されました。設置当時は、自家用酒税法の廃止に

伴う密造酒取締り等のための分析・鑑定が主な業務

でした。後に組織は税務監督局鑑定部、財務局鑑定

部となりました。 

1904 大蔵省に醸造試験所設置 
当時、一般の酒造業者には酒造に関する科学的知

識がなく、腐造や火落ち事故が絶えませんでした。

酒類醸造の試験と講習に関する事務を行う機関とし

て醸造試験所が設置されました。 

1909 山廃酒母・速醸酒母を開発 
醸造試験所が新技術の開発を行いました。もろみ

中での酵母の純粋培養が可能となり、清酒の安定し

た大量製造が可能になりました。 

沿革 -History- 

初代鑑定官 

矢部規久治博士  

各地での講習会 ※ 

※独立行政法人酒類総合研究所提供 

 

1910 初の醸造実地指導命令 
醸造試験所の研究成果を普及させるべく、当時の

税務監督局鑑定部が醸造実地指導を開始しました。

現在も「技術相談」として技術支援が行われていま

す。 

1911 第１回全国新酒鑑評会開催 
製造技術及び品質の実態と動向を明らかにし、清

酒の品質向上に貢献することを目的に開催され、現

在まで行われています。 

1949 国税庁発足・  

 国税局に鑑定官室設置 
大蔵省の外局として国税庁が発足し、醸造試験所

が国税庁の機関となるとともに、出先機関である国

税局に鑑定官室が設置されました。 

1972 国税庁に鑑定企画官設置 
全国の国税局鑑定官室の業務の企画・立案を目的

に鑑定企画官が設置されました。 

1995 醸造試験所を移転、改称 
「国の行政機関等の移転」の閣議決定（1988

年）を受け 、東京都北区から広島県東広島市に移

転し、「醸造研究所」に改称しました。 

2001 独立行政法人酒類総合研究所発足 

中央省庁改革に伴い醸造研究所が国税庁から分離

し、現在の独立行政法人酒類総合研究所として発足

しました。 現在の酒類総合研究所 ※ 

現在の国税庁 



使命
-Mission

造り手を支える 

酒類製造者への 

技術支援 
酒類製造者への技術的な

指導や相談、講習会など通

じ、酒造技術や品質の維持、

向上に努めています。 

科学で税務を支える 

課税物件の 

分析鑑定 
適正かつ公正な国税の賦

課の実現に向け、酒類や揮発

油類の成分を分析・鑑定する

ことで税務行政を支えていま

す。 

使命 
Mission- 

消費者の安心を守る 

酒類の 

安全性確保 
国内に流通する酒類を定

期的に調査し、消費者が安心

して酒類を飲める環境を守っ

ています。 

業界のプロモーション 

酒類業の 

産業振興 
国内外問わず日本産酒類

の振興に向け、技術的知見を

活用し酒類業界の発展に努め

ています。 



酒類製造場 

製油所 

(独)酒類総合研究所※ 

研究・開発 

技術相談 

製造研修 

活躍の場    -Field- 

高度な分析・鑑定 

※国税庁で採用後、独立行政法人酒類総合研究所へ出向する場合があります。 

情報発信 

イベント・鑑評会 

国税局 

分析・鑑定 

講習会 

イベント・鑑評会 

市販酒類の調査 

国税庁 

国際情勢・ 

法令への対応 

施策の企画・立案 

小売店 

揮発油類の調査 



 

大阪国税局 

広島国税局 

福岡国税局 

熊本国税局 

国 税 庁 

酒 税 課 

長 官 官 房 

徴 収 部 

総 務 部 

課税(第二)部 

徴 収 部 

調 査 部 

査 察 部 

酒類監理官 

主任鑑定官 

間 税 課 

課 税 部 

沖縄国税事務所 

税 務 署 国 税 局 

酒 税 課 

鑑 定 官 室 鑑定企画官 

酒類業調整官 

組織    -Organization- 

鑑定官はまず国税庁総合

職（技術系）として採用され、

地方支部局である全国12か

所の国税局・沖縄国税事務所

や、全国的な施策を企画・立

案する国税庁鑑定企画官を

中心に活躍しています。 

その他、酒税課など他部署

への配属、独立行政法人酒

類総合研究所や他省庁等へ

の出向もあります。  

調査査察部 

輸出促進室 

札幌国税局 

仙台国税局 

関東信越国税局 

東京国税局 

金沢国税局 

名古屋国税局 

 

高松国税局 沖縄国税事務所 

独立行政法人 

酒類総合研究所 

国税庁 

 

 


